
はじめに 

 8 月 29 日北朝鮮が北海道の襟裳岬の上空を通

過し日本の東の太平洋にミサイルを落下させま

した。日本にとっては安全保障上極めて深刻な状

況であると言わざるを得ません。 

 当然その影響で東京株式市場は値を下げて株

安となりました。しかし、私のような投資の素人

が一つ解せないことが起こりました。それは、こ

のような日本が危険な状態であるのにも関わら

ず円高になったということです。円高になるとい

うことは円が買われるということです。なぜ、北

朝鮮にミサイルで狙われるかもしれない日本の

円が買われるのでしょうか。 

 

安全な資産？？ 

 いろいろなニュースを見ていると今回の円高

は、海外投資家がリスク回避の為に比較的「安全

な資産」とされる円を買いに走ったからだという

分析が多いです。 

 しかし、この分析が私のような素人には良く分

からないのです。なぜ、北朝鮮にミサイルで狙わ

れるかもしれない日本の通貨を今買うのか。しか

も「安全な資産」として。 

この分析は本当に正しいのでしょうか。 

 

 

株価下落による為替ヘッジ 

 今回の円高の分析は諸説あるのですが、一番説

得力があるのは海外投資家が安全な資産として

円を選んだというのではなく、株価下落を予測し

ての為替ヘッジであるという分析です。 

 海外投資家が日本株を買うときには例えばド

ルを売って円に両替をしてから株を買います。円

に両替をするということは円を買うということ

です。そうすると自然に円高に進みます。そうす

ると為替リスクを避けるために海外投資家はそ

の反対に円を売るという取引をするのです。これ

を為替ヘッジと言います。 

 今回は、日本株が下がると予想した投資家が日

本株を売る際に円を売ってドルに両替をします。

そうすると為替ヘッジのために円を買うという

取引を投資家が大量に行ったために円高になる

のです。 

 

おわりに 

 私がこの事を調べた理由として、マスコミが良

く言う「比較的安全な日本の資産」という言葉に

違和感を覚えているからです。 

 海外の投資家は日本の円が安全だから買って

いるのではありません。日本人が勝手にそう思い

たいだけだと思います。 

分散投資は投資の基本です。今後、日本の資産

がリスクになる可能性は十分にあるのです。 
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